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６．審議事項 

（近藤委員長）おはようございます。それでは、第４０回の原子力委員会の定例会議を開催さ

せて頂きます。 

  本日の議題は、１つが伊藤原子力委員の海外出張報告について、２つ目が私の海外出張に

ついて。３つ目が松田委員の海外出張について、４がその他となっております。よろしくお

願いいたします。 

  それでは、最初の議題をよろしくお願いします。 

 

 （１）伊藤原子力委員会委員の海外出張について 

 

（黒木参事官）最初の議題、伊藤原子力委員の海外出張報告でございます。 

  資料第１号を用いて御説明したいと思います。 

  伊藤委員は、ベルギーのブリュッセルで開催されたＥＮＣ２００７（European Nuclear 

Conference 2007）に出席し、ヨーロッパにおける原子力産業の最新動向に関する情報収集

を行うとともにスイス、スウェーデンにおいて放射性廃棄物関係の原子力関係施設を視察し、

スウェーデンでは政府原子力関係者との意見交換を行っております。 

  日程でございますが、９月１７、１８日にＥＮＣ２００７に出席され、１９日にスイスの

モンテリ岩盤研究所を視察し、２０日にスウェーデンの政府関係者との意見交換。２１日に

ＣＬＡＢとエスポの岩盤研究所の視察を行っております。 

  ３．の結果の概要ですが、ＥＮＣ２００７への出席につきましては、ＥＮＣは１９７５年

に欧州原子力学会（ＥＮＳ）の主催で開催され、その後は１９８６年から４年ごとに開催さ

れてきている会議でございます。今回は、ベルギー原子力学会、ＩＡＥＡ、ＮＥＡが協力し、

ＥＮＳと米国原子力学会(ＡＮＳ)の共催で開催されました。 

  今回のテーマは、“inspire yourself and others”ということで、３０カ国、６００

人が出席したということです。プログラムは、全体会議、個別セッション、ポスターセッシ

ョン、企業展示から構成されてございます。全体会議では、ＮＥＡのエチャバリ事務局長な

どの基調講演がございまして、気候変動やエネルギー需要の増大からＥＵにおいても今後も

原子力が必要であり、そのためＥＵ各国は協力、規制の協調、信頼獲得のための十分に考え

抜かれた対話、人材育成、原子力の研究開発予算の増額などが非常に重要である等々の発表

がございました。 
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  それから、ワークショップでは、「教育訓練とナレッジマネジメント」をテーマとしたワ

ークショップがございまして、欧州と米国の１３の大学が協力し、英語を共通言語とした放

射線と原子力技術の高等教育を行う試みについての報告がございました。 

  また、「セイフガードとテロリズム」をテーマとしたワークショップでは、新しい核査察

の方法の試験的な適用の結果などが報告されました。 

  また、ＥＮＳの会長及びベルギー原子力研究センターの副センター長と会合をもち、当方

から日本の原子力政策と新潟の地震で影響を受けた柏崎刈羽発電所の状況について説明を行

い、ベルギー及び欧州の原子力発電所の状況などについて意見交換を行いました。 

  （２）はモンテリの岩盤研究所の視察であります。 

  スイスでは、すべての放射性廃棄物の処分は、政府と電力会社が共同出資して設立したＮ

ＡＧＲＡが実施することになっております。ＮＡＧＲＡは、スイス国内で結晶質岩について

はグリムゼルに、堆積岩のオパリナス粘土については、モンテリにそれぞれ研究施設を設け

ております。オパリナス粘土については、（３）の上に注書きで書いてございます。 

  これらの研究施設で、処分技術や安全性に関する調査、研究を行って、これまでの研究結

果から結晶質岩と堆積岩のオパリナス粘土について処分の実現可能性が実証されているとし

ておりまして、ＮＡＧＲＡはオパリナス粘土については、処分の建設の可能性がある地域と

してチャルヒャー・ヴァインラントという地域を示しております。 

  モンテリ岩盤研究所の施設は、この高速道路トンネルの避難坑道から試験坑道を掘って作

られたものでございまして、研究所自体は、ＮＡＧＲＡの専有施設ではなく、スイスの関連

の１２機関が共同で出資、運営をしているものでございます。ＮＡＧＲＡは、実施主体とし

て４分の１の研究費を出資するとともに、研究内容が学術的なものに偏ったり行き過ぎたり

することがないように参画しているという説明がございました。 

  なお、日本からは原子力機構、（株）大林組、（財）電中研が参加しております。 

  現在、試験坑道には、１５の試験設備が設置され、岩盤の拡散パラメータの測定試験など

が行われているという状況でございます。 

  （３）スウェーデンの政府関係者との意見交換ですが、企業・エネルギー通信交通省の方、

それから環境省の方と原子力政策と放射性廃棄物処分についての意見交換を行いました。 

  スウェーデンは、議会が２０１０年までに原子力発電を段階的に廃止するということを決

めていますが、連立政権のもとで、現在２０１０年の全廃期限は１９９７年に撤回されたと

いう状況にございます。 
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  ２００６年の総選挙の連立政権のもとで、そこに３つ書いてありますが、①２０１０年ま

での間は、発電所の段階的廃止についての政策決定は行わない。②新しい発電所の建設は行

わない。③廃止したバーセベックの１号機、２号機の運転再開はしないとしております。た

だし、出力増強について認めていて、ほとんどのプラントで出力増強済み、若しくはその実

施計画が進められている状況だということでございます。 

  また、放射性廃棄物の処分については、まず低中レベル放射性廃棄物については、４ペー

ジでありますけれども、フォルスクマルク原子力発電所近くにあるＳＦＲに処分されていま

す。この施設は、１９８８年から操業を開始しております。 

  高レベル放射性廃棄物の処分ですが、スウェーデンは使用済燃料を直接処分する政策をと

っているので、これがそれに該当します。 

  発電所で発生した使用済燃料は中間貯蔵を行うということで、ＣＬＡＢ、使用済燃料集中

中間貯蔵施設に集められて、ここで保管キャニスターに入れられ、地層処分するまでの３０

年から４０年保管されます。 

  処分候補地については、１９８０年代から全国的な概要調査を行って、候補地を絞るとい

うことをやっておりまして、応募した自治体についてフィージビリティスタディを行い、２

００２年には、オスカーシャムとフォルスマルクの２地点を調査地点に絞ってございます。 

  処分は、ＳＫＢ、スウェーデン核燃料・廃棄物管理会社が実施することになっておりまし

て、費用として、０．０１ＳＥＫ／ｋＷｈの電気料金の積立てを行っているということでご

ざいます。 

  なお、スウェーデン原子力施設検査局、原子力の規制当局でございますが、その要望によ

りまして、新潟県柏崎刈羽原発への影響についての意見交換を行ってございます。先方の出

席者は、先般のＩＡＥＡ調査団のメンバーとして参加された方でございます。スウェーデン

では、地震はほとんど起こらないので、初期のプラントでは耐震性は要求されていなかった

が、ＴＭＩ事故を契機としてスウェーデンにおいても耐震性を考慮することとなったとの説

明がございました。 

  次に、（４）が使用済燃料集中中間貯蔵施設（ＣＬＡＢ）の視察でございます。ＣＬＡＢ

は、オスカーシャム原子力発電所に併設されておりまして、１９８５年から操業していると

いうことです。地下３０メートルの岩盤内の空洞を利用して作られた水プールに、保管キャ

ニスターに入れて保管しているということで、プールの水は約３５℃に冷却され、冷却が止

まると燃料破損に至るために、運転員が常時監視している状況でございます。現在、貯蔵能
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力が約８，０００トン、従業員は１００人で運転しているということでございます。 

  （５）がエスポの岩盤研究所（ＨＲＬ）の視察でございます。 

  エスポの研究所は、地層処分の研究を目的として、オスカーシャム発電所の近くに作られ

ておりまして、研究施設はスパイラル状の斜坑が総延長３，６００メートルで深さ約４６０

メートルのところまで達している施設であります。この施設での研究には、スウェーデンの

ほか、日本、フランス、ドイツ、カナダ、フィンランド、スイス、チェコの８か国の関係機

関が参加していて、日本からは原子力機構や電中研が参加しております。 

  ここでは、キャニスターの縦置き方式に加えて、横置き方式の試験を行っていたり、また、

キャニスター設置のモックアップ試験やリトリバブルの試験、ベントナイト特性試験などを

行っています。 

  研究施設には年間海外からの１，５００人を含め、１万人の見学者が来ているということ

で、７割が学生だということでございます。以上であります。 

（近藤委員長）ありがとうございました。 

  伊藤委員、何か追加はありますか。 

（伊藤委員）ちょっと補足ですが、今回、３か国を訪問しまして、いろいろな人と意見交換を

しました。 

  原子力ルネッサンスどうですかと聞いてみますと、これは既に我々も薄々感じているとこ

ろですが、ヨーロッパは一部を除いては原子力をどんどんやれという状況にはないけれども、

かつてチェルノブイリの後にあった非常に強い反対があるというわけでもない。最近の地球

温暖化、あるいは化石燃料の状況ということからやはり今のままでは本当に原子力なしでや

っていけるのかどうかという議論は出てきている。したがって、原子力関係者は、とにかく

今ある原子力を明日に繋ぐために、今のものをきちんと生かすということで、人材の育成だ

とか、あるいは技術の伝承、ヨーロッパの中での国際協調が非常に大事ということで、規制

のハーモナイゼーションと言っていましたが、そういうものを一所懸命やるということのよ

うです。 

  スウェーデンではバーセベック２機が既に廃止されているわけですが、それを越える出力

上昇をやっているのもその現れ。とにかく今あるものを確実にしっかり動かして、次に繋い

でいこうと、こういうのが原子力関係者の基本的な立場だというところが改めて実感できた

ということでございます。 

（近藤委員長）ありがとうございました。 
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  それでは、御質問ございますか。 

（松田委員）オスカーシャムの地下の処分場に行かれたときに、学生さん達にお会いになりま

したか。 

（伊藤委員）その時には、ちょうど私たちだけで、学生の見学者はいませんでした。ただ、見

学の受け入れに力を入れているのは確かで、その時の状況を紹介するビデオも見せてもらい

ました。 

（松田委員）日本にも地層処分の研究所があるわけですけれども、オスカーシャムを御覧にな

られて、日本の地層処分の施設と比較して、何かお考えになったことがあったでしょうか。 

（伊藤委員）スイスもオスカーシャムも既に相当研究が進んでいると、坑道もしっかりできて

いるという状況であるのに対して、我が国はまだこれからですから、進捗状況がかなり違う

のですが、このスイスのモンテリの現場の説明者がかなり強調していたのは、こういう研究

というのは、実施というものを念頭に置いて進めていかなければいけないということで、日

本もこれからやっていく上で、ＮＵＭＯ、ＪＡＥＡという、実施主体と研究主体、やはり相

当しっかり協調しながらやっていくことが非常に大事かなと。既にいろいろと協力をしなが

らやっていると思っていますけれども。そういうことが大事なんだなということが、当たり

前の話ですが、改めて感じました。 

（近藤委員長）ほかに。よろしゅうございますか。 

  どうもありがとうございました。 

  次の議題を。 

 

 （２）近藤原子力委員会委員長の海外出張について 

 

（黒木参事官）次の議題でございますが、近藤原子力委員長の海外出張についてということで、

資料の第２号で御説明したいと思います。 

  出張先は、米国ワシントンでございまして、出張機関は、本日から土曜日６日まででござ

います。 

  渡航の目的は、先方からの招待でございますが、米国ワシントンＤＣでの「世界における

原子力の役割と各国の原子力政策」と題しまして、米テネシー大学ハワード・ベイカーセン

ターが主催する会合に出席し、招待講演を行うということでございます。 

  日程でございますが、この会合が３日水曜日、４日木曜日に開催されることになっており
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まして、３日水曜日が国際に焦点を当てた会合ということで、前駐日大使のベイカーさんの

御発言の後、委員長が講演し、ビュガフランス原子力庁長官が講演して、意見交換が行われ

ることになっております。 

  翌４日が、ドメスティック・フォーカスということで国内に焦点を当てた会合でございま

して、ドメニチ上院議員やポドマン長官などが参加して、意見交換を行うことになっており

ます。以上でございます。 

（近藤委員長）ありがとうございました。 

  何か御質問はございましょうか。 

  では、これは、よろしくお願いいたします。 

  次の議題。 

 

 （３）松田原子力委員会委員の海外出張について 

 

（黒木参事官）次の議題は、松田原子力委員の海外出張でございます。 

  資料の第３号で御説明いたします。出張先は、ドイツ、フランスでございまして、１０月

７日、今度の日曜日から１５日まででございます。 

  渡航目的は、ドイツ及びフランスの放射性廃棄物処分施設などに関する情報収集を行うと

ともに処分施設及び研究施設の視察並びに関係者や自治体との意見交換を行うということで

ございます。 

  １０月８日にドイツのゴアレーベンの処分候補地の視察と意見交換。ゴアレーベン自治体

関係者との意見交換を行いまして、９日にコンラッド処分場視察と実施主体でございます連

邦放射線防護庁（ＢＦＳ）との意見交換。さらに１０日がニーダザクセン州の環境省との意

見交換を予定してございます。１１日からフランスに移りまして、オーブの短寿命中低レベ

ル放射性廃棄物処分場視察。それから、１２日はオート・マヌル県議との意見交換、ビュー

ルの地下研究所視察、１３日は関係者等との意見交換という日程でございます。 

（近藤委員長）何か御質問ございましょうか。 

  よろしゅうございますか。 

  結構地下施設に潜るから、昇り降りのある旅になりそうですね。 

（松田委員）１０年ぶりになりますので、いい報告ができるように、行かせて頂きます。 

（近藤委員長）健康に気を付けて、よろしくお願いします。 
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  では、次。 

 

 （４）その他 

 

（黒木参事官）次は、その他でございますが、資料第４号に、地球環境保全・エネルギー安定

供給のための原子力のビジョンを考える懇談会の第２回の開催通知ということで、１０月１

２日で、場所は三田の共用会議所で午前中に開催することになっております。 

（近藤委員長）ありがとうございました。 

  ほかに何か。 

（黒木参事官）その他、議題は特にございません。 

（近藤委員長）それでは、これで終わってよろしいですか。何か先生方から。 

  それでは、今日は、これで終わります。 

（黒木参事官）次回、第４１回でございますが、１０月９日、火曜日、１０時半から場所は、

ここ６４３会議室となっております。 

（近藤委員長）それでは、ありがとうございました。 

  これで終わります。 

 －了－ 


